
平成 31年度 市民活動推進事業「とちぎ夢ファーレ」募集と説明会 
 

この事業は“市民協働まちづくりファンド”を活用し、主体的・公益的な市民活動を応援しています。 

応募できる団体 
主に市内で活動を行う 3 人以上の非営利活動団体（市民活動団体、ボランティアグループ、
NPO法人、自治会、PTA、育成会など） 

対象となる事業 自らの企画提案によるもので、原則として新たに実施する公益的な事業 

補助事業の実施期間 平成 31年 4 月～（新元号）2 年 3月末日 

応募受付期間 平成 31年 1月 4 日（金）～1月 31日（木） 

補助の種類 
A.スタートアップ補助/B.ステップアップ補助/C.ジャンプアップ補助/D.まちづくりパワーアップ

補助 ※詳しい内容は応募要項をご覧ください。市の HPよりダウンロードできます。 

審査方法 
・一次審査…書類審査 平成 31年 2 月 8 日（金） 
・二次審査…公開プレゼンテーション 平成 31年 3月 10 日（日） 吹上公民館 

 

提出先/問合せ 栃木市総合政策部地域づくり推進課市民協働推進係 〒328－8686 栃木市万町 9番 25 号 

TEL 0282－21－2332  FAX 0282－21－2671  メール simin@city.tochigi.lg.jp 
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とちぎ市民活動推進センターくらら 
 

●休 館 日  

水曜日・年末年始 

●開館時間   

月～土 10:00～21:00 

日・祝 10:00～17:00 

とちぎ市民活動推進センター情報紙      2018年 12月 Vol.158 

 

 

〒328-0043  栃木市境町１９番３号駅前庁舎１F 
Tel 0282-20-7131 Fax0282-20-7132 
E-mail kurara-tochigi@cc9.ne.j p 
URL http://www.kurara-tochigi.org 

 

 
 

 

く    ら    ら 

第 13回 くららフェスタ開催 
2019年 3月 17日（日）10：00～15：00 
 

くららフェスタは、くららの登録団体が 

活動紹介や交流を通して、それぞれの 

思いを市民に伝え、広める催しです。 

登録団体のみなさん、 

出展申込みお待ちしております！ 
 

主催 とちぎ市民活動推進センター利用者協議会 

    とちぎ市民活動推進センターくらら 

「とちぎ夢ファーレ」説明会 

①1 月 9 日（水）19 時～ くらら 

②1 月 10 日（木）19 時～ 大平健康福祉センター 

           ゆうゆうプラザ 

③1 月 11日（金）19 時～ 都賀総合支所 
 

 事業の概要や提出書類の書き方などを説明します。申請希望の 

団体、初めて応募する団体は、必ずいずれかの説明会に 

出席してください。 

高校生の応募もお待ちしてます！ 

mailto:simin@city.tochigi.lg.jp


                                         
第 278 回 11 月 9 日（金）14:00～15:00 栃木市危機管理課 青木聡さん 

『防災出前講座 地震・大雨～そのとき、あなたは？～』 

第 279 回 11 月 19 日（金）18:30～20:00 坂田中（ばんたなか）さん 

『坂田中のコレクション談義 04 日本画の魅力は』 

 

９日と１９日は、 
 
くららに来て、みんなで話そ！ 

参加無料・予約不要・お気軽に！ 

 

                                                                                                                                               

                                                                                                                                                                                                      

登録 No 団 体 名 活 動 内 容 

566 栃木図書館友の会 栃木図書館活動の円滑化に寄与する事業、および図書を通じた学習活動。 

※登録団体数 300 団体 登録会員数 24,775 名
※くららでは市民活動団体の登録を随時受け付けています。 

 

6 か月間にわたる現場訪問や研修、 

合宿等のプログラムを経て、 

あなたの「地域をもっと良くしたい」 

を実現します。 

🌱応募資格 代表者が 39 歳以下 

🌱締切り 12 月 17 日（月）12:00 必着 

🌱申込み  http;//sozo.tochigi-ysn.net/in2019 

🌱問合せ ☎028-612-3341 

     メール ysn_office@tochigi-ysn.net 

🌲日 時  12 月 23 日（日祝）14:00 開演 

🌲場 所 西方公民館 2 階多目的室（西方町本城 1） 

🌲曲 目 禁じられた遊び、アルハンブラの思い出ほか 

🌲参加費 無料 

🌲問合せ ☎0282-92-2512（栃木図書館西方館） 

 平日昼間の開催にもかかわらず幅広い世代の方が集まり、防災への関心の高さが伺えます。 

市役所危機管理課の青木さんが出前講師として来てくださいました。 

 いざという時には、情報を正確に把握することが大切です。発信元のあやふやな SNS に 

惑わされないよう、気象庁や市の公式ホームページを登録しておくと安心ですね。ラジオの FM くらら 857

も生放送で素早く地域のニュースを伝えます。テレビのデータ放送なら、リモコン操作で警報注意報や地震

情報、河川の水位情報も分かるそうなので、ぜひ自宅のテレビで確認しておきましょう。 

 避難が必要になった場合に備えて、最小限の持ち出し品と、避難生活が続く場合のための備蓄品とに 

               分けておくことや、ふだんから缶詰・レトルト食品を利用することなどを 

               教わりながら、市の備蓄品で賞味期限の近いビスケットの消費に協力（！） 

               しました。日ごろから家族でキャンプなどを楽しんでおくと、いざという 

               ときに役立つかもしれませんね。 

         小林済（こばやし・ひとし）は 1941 年、宇都宮出身。彼に魅せられた坂田中さんが 

        熱く語りました。そもそもの小林済との出逢いは富士見町の「岩船画廊」。『望郷』に

出逢ったときに「ぐっ」ときたそうです。それまでにも小林済の絵を見ていたけれど、『望郷』を見たとき、

今までとタッチが違う！これは集めなきゃ！と「おりてきた」そうです。 

 で、小林済のビデオを見ようとしたら、まさかの故障。結局見られなかったけれど、んじゃ代わりに…と

持ち出してきたのが、なんと萩焼のぐいのみ 3 点！みんなの目が輝きました！ 

 そして、もう 1 点。宮尾登美子の『蔵』が新聞で連載されていた時の挿絵の原画。『毒』と題された智内      

                 兄助のその絵は…一日中眺めていたいと思わしめる妖しい絵でした。 

                 「自分の心に残るものは（手元に）残しておきたいよね」の言葉に 

                 深く頷いた参加者一同でした。次回は、「書」をテーマにお送りする 

                 予定だそうです。乞ご期待！ 

■12 月 9 日（日）15:00～16:30 ハレニャンコ工房さん 

       『モミの木といのししの消しゴムはんこを作ろう！』 

■12 月 20 日（木）18:30～20:00 シュガータウンさん 

         『シュガータウンの音楽図鑑 vol.11』 

■ 1 月 10 日（木）13:00～14:00 楽しい会のみなさん 

     『楽しい会のお正月（仮）』 

■ 1 月 19 日（土）14:00～15:00 ブックリングのみなさん 

           『本が教えてくれたこと～中高生向けブックトーク（仮）』 

 

 

 

どなたでも参加できます。興味のある回から、お気軽に「ちょこっと」のぞいてみませんか？ 

くららで話そ！  これからの予定 

多くの人に「子どもの貧困」を知ってもらうために、 

サンタの格好で宇都宮市内を走り・歩きます。 

ボランティアでの参加や、寄付での参加も募集中！ 

🔵日 時  12 月 22 日（土）11:00～15:00 

🔵集 合 オリオンスクエア 

🔵参加費 カテゴリ別参加費の他に一定額以上の寄付 

     も含まれます。詳細はお問合せください。 

🔵問合せ ☎028-622-0021 

 

報告   

✎内 容 10 種類を超える教育において育った人、 

     保護者、スタッフの話を聞きます。 

✎日 時 1 月 13 日（日）13:30～17:00 

✎場 所 プラッツ大平（大平町富田 558-11） 

     ※場所は予定。（12 月 13 日ごろ決定）  

✎参加費 1,000 円  

✎同日午前中、くらら（境町 19-3）で、夜間中学を  

 記録した映画の上映会を開催します。（1,000 円） 

 詳細は Facebook で「デモクラティックスクール 

 つながるひろば」を検索してください。 

✎問合せ  ☎080-5477-1438（宇賀神） 

     メール tunagaru.hiroba@gmail.com 

 

🏯講 師 初山孝行氏（栃木市文化財保護審議会会長） 

🏯日 時  12 月 15 日（土）・22 日（土） 

     10:00～11:30 

🏯場 所 皆川公民館 2 階大研修室（皆川城内町 699） 

🏯定 員 栃木市内在住または在勤の方 70 人 

🏯参加費 500 円 

🏯問合せ ☎0282-22-1812 

❖出 演 朗読・茂呂久美子  舞・友紀美 

     尺八・金田昌山   琴・石林哲子    

❖日 時 1 月 13（日）①10:30～②13:30～ 

      お食事は①②とも 12:00～13:00 

❖場 所 つがの里ふるさとセンター大広間 

     （都賀町臼久保 325） 

❖料 金 鑑賞料＋食事代 2,200 円 

❖問合せ ☎0282-92-0008 

📖日 時 12 月 16（日）14:00～ 

📖場 所 栃木図書館会議室（旭町 12-2） 

📖発表者 中学生以上 

📖定 員 8 名（先着順） 

＊面白いと思った本をひとり 1 冊、5 分間で紹介します。 

＊観覧自由。発表を聞いて、読みたくなった本に投票します。 

＊発表者の方には参加賞がございます。 

＊参加をご希望の方は紹介したい本1冊をお持ちください。 

📖問合せ ☎0282-22-3542 
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※くららは、指定管理者として特定非営利活動法人ハイジが栃木市の委託を受けて管理運営しています。 

 
くらら情報紙は毎月１日発行です。 

下記のところに置いてあります。 
 
栃木市役所・各総合支所・各公民館・各図書館・各文化会館・ 
蔵の街美術館・各商工会（議所）・各児童館・各老人福祉センター・市民
会館・山車会館・蔵の街観光館・保健福祉センター・勤労者総合福祉セ
ンター・地域子育て支援センター・ファミリーサポートセンター・シルバー
大学校・総合体育館・プラッツおおひら・ゆうゆうプラザ・隣保館・遊
楽々館・こなら館・県内市民活動センター・近隣のボランティアセンタ
ー・市内協力店・くららカウンター 
 
「登録団体からのお知らせ」（講座・イベント情報など） 
「くららレポート」（団体の活動紹介） 

↑原稿をお待ちしています！ 
※くららホームページから情報紙の印刷もできます。 

URL http://www.kurara-tochigi.org 

 

 
くららの駐車場は 10 台程度。 

乗りあわせでお願い致します。 

 

 

くららはここです 

くらら利用者協議会主催 視察研修会報告 
平成 30年 10月 5日（金）に視察研修会が行われました。伺ったのは、秋祭り前日の

鹿沼市。16 名が参加し、屋台のまち中央公園、鹿沼市民活動広場ふらっと、復興食堂

ゆめ広場の順に巡り、最後はとちぎ山車会館を訪れました。 

 屋台のまち中央公園は鹿沼市の秋まつりに使用される彫刻屋台が 3 台展示されて

おり、かぬま観光ボランティア「鹿の会」さんの案内のもと、彫刻に込められた意味や

魅力などを詳しく教えていただきました。屋台の修繕は地元の職人さんによるもの

で、今に息づく伝統を感じることが出来ます。 

かぬま市民活動広場ふらっとは、市民活動や社会貢献活動を支援するセンターで

す。今回は災害時のセンターの役割についてお伺いしました。ふらっとは災害時、ボラ

ンティアのマッチングや資機材の分配を行っています。支援側と支援を必要とする側

の双方のニーズを把握することで、手が回りにくい部分の支援を可能にしています。

また、平時より有志を様々な分野ごとにグループ化しており、その一つに「防災」があ

ります。登録団体間の連携を促進し、災害に強いネットワークをつくり、多様な主体とと

もに支援体制を作り上げています。 

昼食をいただいた復興食堂ゆめ広場を運営するのは、実はリサイクル業を営む「飛

行船」という会社。東日本大震災直後から自社の農場で採れた野菜を被災地に届ける

活動を続けています。ゆめ広場は大槌町に店を構えていた「おらが大槌復興食堂」の

のれん分け。現地の復興への想いとともに岩手県釜石市や大槌町の海産物を提供し

ています。道路を挟んだ向かいには飛行船釜石物産店があり、三陸の特産品を買うこ

とができます。 

さて、最後は栃木市へ戻ってとちぎ山車会館へ。とちぎの山車まつり伝承会の石本

さん、とちぎ秋まつり実行委員長の大栗さんから山車や祭りの説明をお伺いした後、

リニューアルされたとちぎ秋まつりの紹介映像を拝見しました。翌月に控えていたと

ちぎ秋まつりに思いを馳せ、研修会を締めくくりました。ご協力いただいたみなさん、

ご参加いただいたみなさん、ありがとうございました！ 

 

今年の振り返り…北海道・礼文島へ渡る二等船室で荒波に耐えていたら首痛となり、振り返りができなくなっちゃいました。前を見るのみ。

（こよ）😊地域や学校からの相談が増えてきて嬉しく思います。（お）😊終活を意識した年でした（な）😊初心はどこへいったやら…？（こじ）

😊ぎりぎりになってから行動することが多かったです。（こみ）😊おでこのあたりに「メモリがいっぱいです」の表示が出てやしないかと鏡

見る。（ふ）😊1年過ぎるのが早すぎて、何もできなかったー！反省。（や）😊毎日楽しくて、あっという間の一年でした（ひ）😊 

みなさん、今年も大変お世話になりました。来年もどうぞよろしくお願い致します！良いお年をお迎えください。 

⑥ 見覚え 


